
リハビリテーション科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等

理 学 療 法 士 長 森　　将貴
2024年 4 月 1 日から がんのリハビリテーション研修修了

副理学療法士長 谷川　由実 呼吸療法認定士、がんのリハビリテーション研修修了
心臓リハビリテーション指導士

主任理学療法士 加賀谷将之 呼吸療法認定士、がんのリハビリテーション研修修了

主任理学療法士 熊谷　成美　
2024年10月 1 日から がんのリハビリテーション研修修了

主任理学療法士 増田　圭亮
2024年 9 月30日まで 呼吸療法認定士、がんのリハビリテーション研修修了

主任理学療法士 家中　照平
2024年 4 月 1 日から 呼吸療法認定士、がんのリハビリテーション研修修了

主任理学療法士 梅景　洋介
2024年 4 月 1 日から 呼吸療法認定士、がんのリハビリテーション研修修了

主任理学療法士 高本　美菜 心臓リハビリテーション指導士、日本理学療法士協会専門理学療法士（神経、内部障害）

理 学 療 法 士 片山　翔太
2024年10月 1 日から 呼吸療法認定士、がんのリハビリテーション研修修了

理 学 療 法 士 小垂　龍司 がんのリハビリテーション研修修了

理 学 療 法 士 奥脇　　基
2024年 9 月30日まで がんのリハビリテーション研修修了

理 学 療 法 士 北村　拓也
2024年 8 月31日まで がんのリハビリテーション研修修了

理 学 療 法 士 川瀬　　咲 がんのリハビリテーション研修修了

理 学 療 法 士 稲田　貴子 がんのリハビリテーション研修修了

理 学 療 法 士 山本　さわ

理 学 療 法 士 石濱光一郎
2024年10月 1 日から がんのリハビリテーション研修修了

専門医資格等
日本専門医機構
　認定整形外科専門医
日本整形外科学会
　認定運動器
　リハビリテーション医
京都大学医学部臨床教授
京都大学博士（医学）

専門分野
運動器領域

診療科長
山田　茂
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氏　名 専門医資格等

理 学 療 法 士 羽田真之介 がんのリハビリテーション研修修了

理 学 療 法 士 𠮷野つくし
2024年 9 月30日まで がんのリハビリテーション研修修了

理 学 療 法 士 桑野　祐衣

理 学 療 法 士 西澤　奎太

理 学 療 法 士 西野　君彦

理 学 療 法 士 谷　映理果 がんのリハビリテーション研修修了

理 学 療 法 士 姫路　洋介

理 学 療 法 士 村上　七海

作 業 療 法 士 長 峯　　哲也 がんのリハビリテーション研修修了

主任作業療法士 玉木　耕平
2024年12月 1 日から がんのリハビリテーション研修修了

主任作業療法士 西田　亮平
2024年11月30日まで

作 業 療 法 士 
（ 育 児 休 業 ）

髙橋 倫香
2024年10月31日まで がんのリハビリテーション研修修了

作 業 療 法 士 廣尾　千晴
2025年 3 月31日まで がんのリハビリテーション研修修了、心臓リハビリテーション指導士

作 業 療 法 士 金谷　菜央

作 業 療 法 士 豊田　桃佳
2025年 3 月31日まで

作 業 療 法 士 市原　美月
2024年 1 月 1 日から がんのリハビリテーション研修修了

作 業 療 法 士 山下　朔良
2024年 7 月 1 日から がんのリハビリテーション研修修了

作 業 療 法 士 鬼束　奈菜
2025年 3 月31日まで

作 業 療 法 士 佐藤　龍人

作 業 療 法 士 趙　　喆軒

作 業 療 法 士 大井　珠莉
2024年 4 月 1 日から

作 業 療 法 士 竹内　渚沙
2024年 4 月 1 日から

作 業 療 法 士 橋田真日留　
2024年 4 月 1 日から

言 語 聴 覚 士 長 坂部　浩一 がんのリハビリテーション研修修了

主任言語聴覚士 村上　礼奈

言 語 聴 覚 士
（ 育 児 休 業 ） 蓬臺　綾江 がんのリハビリテーション研修修了

言 語 聴 覚 士 竹内　弥生 がんのリハビリテーション研修修了

言 語 聴 覚 士 西沢　拓也 がんのリハビリテーション研修修了

言 語 聴 覚 士 大江　未里
2024年 4 月 1 日から

言 語 聴 覚 士 長岡　大貴
2024年 6 月 1 日から

非常勤事務助手 横田　美樹
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｜2024年度の主な取組｜

・�入院時からの早期リハビリ介入を実践し、処方数の増加を目指す。また、急性期脳梗塞患者に対する早
期リハビリテーション開始率の改善も継続

・クリニカルパスへの積極的な参加により、早期離床や早期退院への寄与
・休日リハビリ体制の充実を図り、可及的速やかな早期離床の実践
・�脳血管疾患、運動器疾患、呼吸器疾患、廃用症候群、がん等あらゆる疾患を治療対象として、質の高い

理学療法、作業療法、言語聴覚療法の提供を目指す
・�NST、RST、排尿ケアチーム、褥瘡対策チーム、転倒転落予防チーム等のチーム医療の参加や、各科・

病棟カンファレンスを通じて医師や多職種との連携・情報共有
・�救命救急、集中治療室とのカンファレンスによって、早期離床リハビリテーション加算への関与と、早

期リハビリテーション開始率の向上
・新人教育マニュアルに則った職員教育をはじめ、各種研修会、勉強会及び研究を通じた人材育成
・他部門との連携強化

｜診療実績｜

2024年度　算定項目別割合（実施単位数）

2024年度　診療科別割合（処方数）

心大血管（個別）　4%

がん
6%

心大血管（集団）
4%

呼吸器　16%

脳血管　33%

廃用　20%
運動器　17%

その他
10%

消化器科　4%

心臓リハビリテーション科　8%

呼吸器内科　7%

総合内科 6%

血液内科　2%

脳神経
外科
8%

泌尿器科　3%

呼吸器外科　2%

整形外科
16%

脳神経内科
16%

救命救急科
11%

外科　7%
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｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2024.10.05	 第28回心不全学会学術集会
「高齢社会における集団心臓リハビリテーションの有効性の検討」
高本 美奈、北村 拓也、井口 守丈

2024.10.08	 第78回国立病院総合医学会
「脳梗塞により失語症を呈した症例における訓練経過と失語症状の変化について」
西沢 拓也

2024.10.18	 第78回国立病院総合医学会
「前頭葉症状により上肢の随意性が著しく低下した症例に対する急性期作業療法」
佐藤 龍人、廣尾 千晴、峯 哲也

2024.10.18	 第78回国立病院総合医学会
「全皮質性脳炎により重篤な高次脳機能障害 を呈した症例に難渋した作業療法経験」
廣尾 千晴、趙 喆軒、峯 哲也

2024.10.18	 第78回国立病院総合医学会
「長期ICU在室となったが多職種連携でICU.AWの予防に奏功した症例」」
西澤 奎太

2024.10.18	 第78回国立病院総合医学会
「ICU.AW予防のため早期歩行を開始した症例」
桑野 祐衣

2024.11.09	 第58回日本作業療法学会
「外傷性頚髄損傷により不全麻痺を呈した症例に対する急性期作業療法」
佐藤 龍人、廣尾 千晴、峯 哲也
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